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町民のうごき

世情数� 1，939 男� 4.054 戸A¥

人口・� 8，183 女� 4.129 

昭和54年 8月l日現住

男女計�  

生
亡
入
出

出

死

転

転

3 6 9 

3 2 5 

8 9 17 

21 11 32 

号:

'79 

9月� 

各
地
で
隠
果
絢
狩
り
が
た
付
句
ね

款
の
噂
鎗
・
康
民
の
喋

ワ
リ 
2


大陸育ちの高気圧が来たのでしょうヵ、何となく湿

度も低<. さわやかな風が� l吹きはじめました o

日中に激しく照りつけ燃焼していた太陽も ， いつし

か沈み，打ち水をした庭はし っ とりと務着き，何とな

く1日も終わった， と気持ちがほっとするひとときで

す o

きて，各地ではブト'ウ，ナシなどの果物狩りがはじ

まり，さらにリンゴやクリの最盛期がやってきます。

そして 10月に入るとカキ，その後にはミカンと秋を色

どる果物が盟E誌に出回ります。

古くから秋のl味覚として，庶民に親しまれたクリも，

現在では和菓子の材料として人気が高まり， クリ拾い

も大人の郷愁に過ぎなくなってしまいました。

これから 10月上旬にかけてが収機の最雌期となりま

す。 クリはつやつやして虫食いのないのが良いとされ

ています。焼グリ，蒸しクリ， クリ飯などにしてこの

秋.� めし上がってはいかがでしょう 。

l "f.fif!;~Qs f;;.~月号室内ト蜘瞬間叩飾 c臨時骨蹴鴫翻協tÆ回目附=州側 I 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
秋の味覚庶民の味クリ各地では果物狩りがたけなわ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
、
与
川
内
一

一
中
道
線
と
坂
本
内
谷
支
線
を
結
ぶ
農
道
が
完
成
。
今
月
は
、
こ
の
農
道

を

一

-
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
各
極
産
業
の
飛
躍
的
発
展
を
図
る

与
川
内
立
石
線

に
は
、
ま
ず
、
な
に
よ
り
も
道
路
の

整
備
、
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
発
展

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
町
内
の
主
要

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、

地
域
住
民

道
路
は
二
十
四
打
が
整
備
さ
れ
て
い

の
生
活
水
準
の
向
上
に
大
き
く
つ
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
散
在
し
た
人

が
っ
て
い
き
ま
す
。

家
を
結
び
幹
線
道
に
至
る
居
住
区
域

そ
こ
で
、

町
が
農
業
を
基
幹
と
し 

の
道
路
や
良
家
と
悶
場
を
結
ぶ
燦
道

8tJtv 5 3 写 Y宣塁打，!I~ 合 室L "肴 壬子\:/事案

震亙� 7号� (与� " 1内五;;;.r車 )?正良工事� 

は
、
十
打
程
度
し
か
整

備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
主
要
な
道

路
は
幅
員
四
い川
に
、
そ

の
他
の
道
路
は
幅
員
三 

μ
に
改
良
し
、
舗
装
率

を
九
十 

に
す
る
こ
と

r

を
最
終
の
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
こ
こ
で
ご
紹

介
す
る
与
川
内
立
石
線

は
、
県
道
上
郡
山
長
線
が

災
害
な
ど
に
よ
り
、
交

通
が

一
時
遮
断
さ
れ
た

り
、
住
民
の
居
住
純
聞

が
県
道
か
ら
離
れ
た
山

間
部
に
位
置
す
る
な
ど

の
生
活
環
境
の
中
で
、

生
活
道
と
し
て
の
盤
術
、

ま
た
、
与
川
内
、
坂
本

聞
の 

7
か
い
路
と
し
て
、

早
く
か
ら
着
工
が
望
ま

〈工
事
着
工
前
〉

れ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の
完
成
に
よ

り
、
従
来
の
歩
道
か
ら

一
挙
に
生
活

関
連
道
と
し
て
、
ま
た
、
肥
料
や
消

毒
、
収
穫
物
も
自
動
車
で
運
織
で
き

る
農
道
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
た
も

の
で
す
。

〈
こ
の
事
業
の
内
容
は
〉

こ
の
工
事
の
総
事
業
資
は
、
三
千

七
百
十
三
万
六
千
円
で
、
そ
の
う
ち

固
か
ら
千
八
百
五
十
六
万
八
千
円
と

県
か
ら
百
寸
万
三
千
円
が
補
助
さ
れ

ま
す
が
、
残
り
の
千
七
百
四
十
六
万

五
千
円
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
持
ち

出
し
た
額
で
ま
か
な
う
わ
け
て
す 

Q

昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
四
日
に

着
工
し、

翌
年
三
月
三
十

一
日
に
完

成
し
た
こ
の
事
業
も
、
今
後
は
、
家

台
中
山
線 
(沼
江 
)
・
普
入
寺
線 
(掛

谷
)

・
灰
焼
谷
線
(星
谷 
)
・
婆
羅
尾 

線 

(中
山 
)
・
与
川
内
中
道
線

・
坂

本
平
野
線

・
内
谷
日
浦
山
線
(
坂
本 
)

日
浦
松
尾
線 

(坂
本 
)
と
事
業
を
す

す
め
、
運
搬
道
と
し
て
の
機
能
を
十

分
果
す
農
道
の
実
現
を
目
指
す
わ
け

で
す
。〈し

ゅ
ん
工
し
た
与
川
内
立
右
線
〉 

交通網の整備を重点 -施設紹介 4・

般財源� 
17 ，465，α)() 

47% 

国庫支出金� 

18，568，∞0 
50% 

1，103，0α〕之と� 22 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
明るい町づくりを目指して
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部
屋
の
温
度
が
摂
氏
三
十
度
の
と
き
、

約
十
秒
間
ド
ア
を
開
い
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
庫
内
の
混
度
は
侠
氏
五

l
六
度
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に

モ
ー
タ
ー
が
回
り
、
電
気
を
使
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ド
ア
の
開
け
閉
め
は 

H

少
な
く
、

手
早
く
、
し
か
も
、
そ
ー
っ
と 
u

を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

つ
め
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

庫
内
は
、
冷
気
の
流
れ
で
冷
え
ま

(3) 第111号	 カミ Jコ つ ら 昭和54年� 9月l日

消
防
設
備
士
試
験

試
験
期
日

九
月
三
十
日 

(
日
)

試
験
時
間

-
甲
径
消
防
設
備
士
試
験

-
乙
種
消
防
設
備
士
試
験

午
前
十
時
か
ら

午
前
十
時
か
ら

試
験
場
所

徳
島
市
中
徳
島
町

一
丁
目
五
番
地

徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校

背
面
を
ピ
ツ
タ
リ

壁
に
く
っ
つ
け
て

置
か
な
い

冷
蔵
庫
の
背
面
に
は
、
放
熱
板
と

い
う
熱
を
捨
て
る
装
置
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
放
熱
板
の
風
通
し
が

惑
い
と
、
冷
却
効
率
が
落
ち
、
そ
の

分
だ
け
電
力
が
浪
費
さ
れ
ま
す
。
冷

蔵
庫
の
背
蘭
は
、
少
な
く
と
も
壁
か

ら
十 
1
十
五
セ
ン
チ
離
し
て
遣
い
て

く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
背
而
だ
け
で

な
く
左
右
も
同
じ
よ
う
に
間
隔
を
と

り
、
風
通
し
み
だ
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
や
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
な
ど
熱
気
約
あ

る
と
こ
ろ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

回
数
を
少
な
く

手
早
く

一
回
ド
ア
を
開
け
る
と
、
三
分
の

こ
は
外
の
空
気
と
入
れ
か
わ
り
ま
す
。 

※
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
九

月
四
日
ま
で
に
町
役
場
消
防
係
ま

警
察
官
制
採
用
試
験

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

試
験
期
日

十
月
二
十
八
日
倒

徳
島
県
職
員
等
の
採
用
試
験

受
付
期
間

九
月

一
日
か
ら
十
月

一

日
ま
で

試
験
期
日

十
月
十
四
日
制

試
験
場
所

徳
島
市
中
州
町

一
丁
目

受
付
期
間

九
月

一
日
か
ら
九
月
二

徳
島
東
箸
察
署

十
日
ま
で

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総

試
験
場
所

徳
島
県
立
城
南
高
等
学

務
課
か
県
人
事
委
員
会
事
務
局

校

(
8 

0
八
八
六
|
二
一 

|
三
二
一

試
験
区
分

中
級
と
初
級

一
番 
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【J令蔵庫】

す
。
食
品
を
ス
キ
間
な
く
詰
め
込
む

と
、
冷
気
の
対
流
が
悪
く
な
り
、
そ

れ
だ
け
冷
却
効
率
が
落
ち
、
電
気
の

使
用
量
が
ふ
、
え
ま
す
。

ま
た
、
熱
い
も
の
は
十
分
き
ま
し

て
か
ら
入
れ
な
い
と
、
庫
内
の
温
度

が
上
が
り
、
こ
れ
を
冷
や
す
た
め
に

余
計
な
電
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

冷蔵庫の内容物を適正広量

(内容積の30%程度)Iこ保つと

年間 T世宇野当り約13kwh 

(約260円〉の節約になります。 ー� l

日本全国では年間約 5億� kwh 

になり.この量は，績浜市の 1iヴ月

の電力消費。

敬老町震の勺どい	 9月15日は「敬老の日」。町では毎年この日に「敬老町民

のつどし、」の式典を行っていますが，今年で第10回目を迎え

ました。

多年にわたり社会につくしてこられた老人を敬愛し，長寿*式典 9月15日午前10時から
をお祝いして，県や町から敬老年金や敬老記念品をお贈りし

勝浦中学校体育館� ます。

また，� 90歳以上の老人のかたには，各ご家庭を訪問して年

金，記念品などをお贈りし，式典終了後には芸能大会を予定

しています。

-県知事からの記念品

・米寿� (88歳) 	 11人� 

・喜寿� (77歳)	 42人

+U汀から の記念品および敬老年金� ---¥ 

-敬老記念品� (70歳以上) 742人� 

・敬老年金 	  (80歳以上)� 185人� 

(90歳以上) 15人、� 

~ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
敬老町民のつどい

MUS04
テキストボックス
消防設備士試験

MUS04
テキストボックス
家庭の省エネルギー
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「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
税
金
が
上

が
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
か
た

は、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

保
険
税
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま

す
。そ

こ
で
保
険
税
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
を
加
え
、
国
保
に
対
し
て
正
し

い
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

保
険
税
の
し
く
み

み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、

一
般
に

は
、
自
己
負
担
の
三
割
を
窓
口
で
支

払
い
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
が
、
残

り
の
七
割
は
国
保
か
ら
支
払
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
、
こ
う
し
た
医
療
費
な


ど
に
充
て
る
た
め
毎
年
、
四
月

一
日


現
在
の
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ


く
税
金
な
の
で
す
。


保
険
税
の
決
め
方

み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
は
、

被
保
険
者
の
前
年
度
の
所
得
や
固
定

資
産
に
対
し
て

一
定
の
税
率
で
計
算

し
た
領
に
、
平
等
割

(戸
数
割
)
均

等

制

(
人
数
制
)
を
加
、
え
た
額
が

一

年
間
の
保
険
税
と
い
う
こ
と
に
な
り

¥.../ 

は
、
昭
和
五
十
年
皮
に
比
べ

一
六
三

打
、

4
+
二
年
度
で
は

一一

九
打
と
、

地
加
の

一
途
を
た
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
費
の
値
上
り
、
受
診

率
が
古
川
く
な
っ
た
こ
と
、
入
院
患
者

の
増
加
な
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

は
し
ご
受
診
や
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
も

一
因
を
な
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
事
故
や
病
気
に
か

か
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
の
理
怨
的
な

保
険
財
政
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、

国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
、
さ
ら
に

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

医
療
費
節
約
に

つ
い
て
も
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

9月.21日から30日まで

本
年
度
五
つ
の
方
針
を
決
め
る

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
と
虚
礼
廃
止

貴
あ
い
さ
つ
運
動

・
愛
の
一
言
運
動

-
脅

環

境

美

化

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動


同
和
教
育
の
深
徽


祝
祭
日
の
国
旗
掲
揚
運
動
の
推
進


RR-
-R

、-

々

を
ス
ロ 

方
ン
に

H

l

楽
し
か

っ
た
夏

休
み
も
終
わ

っ
て

子
供
た
ち
は
新
学

期
。
こ
れ
ま
で

の

開
放
的
な
毎
日
か

ら
生
活
の

リ
ズ
ム

が
変
わ
り
、
注
意

力
が
散
浸
に
な

っ

て
、
交
通
事
故
に

結
び
つ
き
ゃ
す
い

時
期
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年

も 

い
の
ち
を
守

る
交
通
ル
|
ル

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

・	

自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

の
安
全
利
用
の
促
進

・	

安
全
運
転
の
確
保
と
シ 

ト
ベ

ル
ト
着
用
の
推
進

の
三
つ
で
す
。

こ
の
運
動
の
目
的
は
交
通
安
全
思

想
の
普
及
徹
底
を
と
お
し
て
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と 
7

ナ
ー
の
実
践
を

留
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
で
す
。

こ
の
交
通
安
全
運
動
の
主
役
は
あ

な
た
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人

一
人
が
か
い
の
ち
を
守
る
交
通
ル
ー

ル
ゲ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
こ
の
運
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
痛
ま
し
い
交
通
事
故

を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

つ
く
り
に 
ζ
協
力
を

と
と
も
に
連
借
感
を
深
め
、
明
る
く


住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

町


民
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
こ
協
力


を
お
願
い
し
ま
す
。


〈
ふ
る
さ
と
っ
く
り
推
進
協
議
会
〉

• 

l

保
険
税
と

医
療
費

ま
す
が
、
年
度
の
途
中
で
国
保
に
加
入

し
た
り
他
の
社
会
保
険
に
移
っ
た
と

き
あ
る
い
は
出
生
、
死
亡
、
転
出
入

の
と
き
は
月
割
の
方
法
で
算
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
届
出 

(
十
四
日
以
内
)

が
大
変
大
事
な
こ
と
で
す
。

保
険
税
と
医
療
費

医
療
費
は
毎
年
ふ
、
え
て
お
り
、
み

な
さ
ん
が
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額
が
培
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
国

保
が
負
担
す
る
傾
も
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
国
保
の
負
担
す
る

傾
は
、
固
め
支
出
金
と
み
な
さ
ん
が

納
め
た
税
金
と
で
ま
か
な
う
わ
け
で
す
。

昭
和
五
卜
三
年
度
中
に
国
保
が
支

払
っ
た
医
療
費
の
総
額
は
、

三
億
四

百
万
円
で
、
一
か
月
の
平
均
は
二
千

五
百
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

九
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

十
日
間
、
全
国
い

っ
せ
い
に

「秋
の

交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

明
る
く
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と 
"

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、

七
月
三
十
日
総
会
を
開
き
五

つ
め
実

践
課
題
を
決
め
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
故

郷
の
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
養
う

品
物
細
川』

備
偽 
V
A

な
ハ
封


。
織物刷岬

語
学


問
舗
貰
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地

区

対

抗

ミ
ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
/
-

棚
野
東
チ 
l
ム

地
区
対
抗
ミ

ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
七
月
三
十
日
か
ら
八
月

十
一
日
ま
で
勝
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

三
十
三
チ 
l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

-
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

棚

野

東

チ

ー

ム

準

優

勝

中

角

西

チ 

l
ム 

お
知
ら
せ

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

勝

州問野 

A
チ
|
ム

準優
優
勝

忠
一谷 
A
チ
ー
ム

計

検

瀬

中

央

却

坂

本 

B 

n
立

川

B 

Mm日
山
中
。
山
西

M

棚

野

浜

日

坂

本 

AAAl 

長野の夏出し栽培に見る/

ニュ 

グ
リ
ー

l

ン
ク
ラ
ブ
は
、
野

菜
・
花

・
畜
産
の

先
進
地
で
あ
る
長

野
県

へ
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
勝
浦

町
の
農
業
を
見
つ

め
た
時
、
み
か
ん

収
入
プ
ラ
ス
野
菜
・

花
・
す
宙
産
な
ど
の

複
合
経
営
を
行
、7

こ
と
や
み
か
ん
の

改
組

・
高
接
な
ど

に
よ
る
数
年
間
の

減
収
を
他
の
作
物

で
補
う
必
要
に
せ

ま
ら
れ
る
た
め
で
、

今
回
、
八
ケ
'
缶
中
央
終
業
笑
践
大
学

校
を
卒
業
し
た
上
回
、
山
田
両
ク
ラ

プ
員
の
案
内
で
学
校
に
宿
泊
し
、
飯 

六
回
目
を
迎
え
た
受
歓
試
合

炎
天
下
で
熱
戦
を
展
開

今
年
で
第
六
回
を
迎
え
た
東
京
港

区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
交
流
会
。

八
月
十
四
日
役
場
前
に
到
着
し
た

港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
一
行
六
十
五

名
は
、
勝
浦
タ
イ
ガ 
l
ス
の
選
手
ら

の
出
迎
、
え
を
受
け
た
あ
と
、
午
後
五

時
か
ら
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席

し
、
本
場
徳
山
仰
の
阿
波
踊
り
の
見
物

を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
五
日
か
ら
の
交
歓
試

合
に
港
区
選
抜
チ
ー
ム
、
新
四
ジ
ャ

ガ
ー
ズ
チ 

ム
は
、
地
元
の
勝
浦
タ

l

イ
ガ 

ス
、
坂
本
、
生
比
奈
チ
|
ム

l

と
対
戦
し
、
十
六
日
は
小
松
島
市
に

会
場
を
移
し
、

小
松
助
市
の
チ 

ム
l

と
も
対
戦
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

終
日
の
十
七
日
に
は
来
年
の
再
会
を

暫
い
、
元
気
に
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

お

今

山

花

石

原

沼

黒

岩

幻

星

谷

お

与

川

内

お

中

山

東

山

中

角

中

因
不
野
の
切
り
花
、
原
村
の
洋
菜
、
岡

谷
の
商
産
を
見
て
回

っ
た
も
の
で
す
。

特
に
、
茅
眠
引
の
セ
ル
リ 

は
、
全

l

国
の
八
十
がれ
を
占
め
、
一
株
六
百
円

の
高
価
指
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
野
で
は
、
高
冷
地
を
利
用
し
て
の

夏
出
し
で
し
た
が
、
悌
岡
に
見
る
よ

う
に
変
に
は
枝
、
一
月 

二
月
に
出

i

荷
す
れ
ば
勝
浦
で
も
栽
溶
可
能
?

で
あ
り
、
水
悶
製
作
利
用
に
も
つ
な

が
ら
な
い
か
と
、
今
後
ク
ラ
ブ
員
の

問
で
試
作
も
考
、
え
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
高
冷
地
と
言
う
こ
と
で
、
勝

浦
と
は
気
候
的
に
も
だ
い
ぶ
差
は
あ

り
ま
し
た
が
、
技
術
経
営
に
は
学
ぶ

点
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
脱
業
大
学
校
に
お
い

て
、
実
習
し
て
い
る
後
継
者
の
姿
に

同
じ
く
終
業
に
従
事
す
る
若
者
ど
う

し
と
し
て
、
力
強

い
は
げ
み
に
な
り

宇
品
し
た
。

BB

明
日
制
野
中
央

辺

前

川

れ

耳

重

西

お

星

谷

同

生

名

泊

久

国

げ

謝

野

烹

ほ
山
山
見
傍
東

大
会
は
、
六
月
十

一
日
か
ら
十
五

地
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
対
抗
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

ム
が
参
加
し
て
熱

l

日
ま
で
十
チ

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

ロ

中

山

東

U
山

亙

掛

9

E
ω
憤

涌

西

「 

-
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子

優

勝

生

名

チ 

ム

準
優
勝

ム

女
子

優

勝

久

国

チ

ー

ム l l

ω右 

8
謝
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西 

7

中
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東
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6
星
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-
こ
と
わ
り
た
い

・
わ
か
ら
な
い
�
 
0

・
そ
の
他

五
・

七

・
凶
%

O

%

了

五

%

�

 

子
ど
も
の
結
婚

%
に
Jサ

ARυ 

凶・ー
U /

O
 

-
f
と
も
の
い
う
と
お
り
結
婚
さ
せ

る

・

二

二
一・

一
%
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・
白
分
は
か
ま
わ
な
い
が
、
凶
川
知
や


近
所
の
て
ま
え
が
あ
る
の
で
結
婚


さ
せ
な
い
�
 

三
0
・
六

%


・
ど
う
し
て
も
結
婚
さ
せ
な
い

i

J

町
内
て
も
根
強
い
誤
っ
た
考
え
や
偏
見

耳
に
し
ま
す
。q

dO

%

結
婚
差
別
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る

も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
か

結
婚
を
は
は
む
も
の
に
、
胡
械
類
の

て
ま
、
え
や
、
世
間
て
い
を
気
に
す
る

と
い
う
な
識
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
も
約
三
人
に

一
人
の

訓
合
で
、
こ
う
し
た
意
識
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
う
ら
に
は
、

結
婚
は
�
 
家
と
家
と
の
結
び
つ
き
で
あ

る
と
い
う
古
い
意
識
が
し
み
つ
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
考
え
か
ら

炊
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
同
和

問
題
も
解
決
に
向
か

っ
て
大
き
く
前

進
す
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
町
の
同
和
問
題
意
識
調
査

の
結
果
の

一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

次
凶
か
ら
は
、
町
民
の
同
和
問
題
に

対
す
る
考
え
方
を
、
で
き
る
だ
け
追

求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ム
と
槻
ぽ
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
八


月
に
は
県
外
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。


そ
う
し
た
中
で
‘
ふ
れ
あ
う
心
を
大


切
に
し
な
が
ら
自
分
を
強
く
す
る
教


育
、
自
分
を
大
事
に
す
る
学
習
に
全


力
投
球
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最


近
で
は
村
の
お
と
し
よ
り
の
皆
さ
ん


に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
部
落
史
の


研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。


ま
だ
ま
だ
、
私
た
ち
の
会
は
活
動


報
告
が
で
き
る
ま
で
に
は
至

っ
て
お


り
ま
せ
ん
が
、
同
和
問
題
解
決
へ
の


正
し
い
理
解
を
深
め
、
部
孫
差
別
が


一
日
も
早
く
解
決
す
る
よ
う
推
進
の

輸
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ま
た
同
和
か
、

も
う
よ
く
わ
か
っ
た
」

「
今
ど
き
差
別
ゃ
あ

る
か
、
そ
ん
な
の
は
、

昔
の
話
じ
ゃ
」
|
|

こ
ん
な
会
話
を
よ
く

本
当
に
そ
う
で
し

ょ
う
か
?
次
の
意

識
調
査
�
 (勝
浦
町
同

友
人
と
の
つ
き
あ
い

hu

和
問
題
意
識
調
査
)

q
u
 

の
み
�
 

の
結
果
を
ご
ら
ん
く

つ
�
 

¥
l
a
J
l
¥
-
き
組
�
 

だ
さ
い
。

d

同
和
問
題
の
早
期

解
決
と
い
う
こ
と
か
、

ワム
ハ
�
 

最
近
機
会
あ
る
ご
と

に
叫
ば
れ
て
お
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て

同
和
問
題
に
刈
す
る

誤
っ
た
考
え
方
、
偏

見
が
根
強
く
残
っ
て

お
り
ま
す
。

あ
芯
だ
は
ど
う
お
考
え
で
す
か

差
別
の
起
源
に
つ
い
て
を

人

方え

に1

ら
人


シ」い
人


し
た


正
し


同
和
地
区
へ
の
差
別
は
、
ど
う
し
て

は
じ
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
�
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勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
は
、
昨
年

十
月
に
私
た
ち
若
者
が
、
こ
の
間
起

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
者
い
考
、
え


で
伺
民
的
制
部
組
に
と
び
こ
ん
で
行
、
」


勝浦町同和問題研究会々 長

谷脇恒雄

う
と
思
い
作
っ
た
会
で
す
。

つ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
で
汁
を
流
し
た

後
の
数
分
間
、
同
和
問
題
を
考
え
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
-
」
の
問
題
解
�
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※
結
婚
な
ど
身
近
な
問
題
に
な
る
ほ

e
-

ど
差
別
は
強
く
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

決
の
た
め

に

一
つ
の
方
向
を
み

い
だ

そ
う
と
し
た
の
が
こ
の
会
な
の
で
す

今
、
私
た
ち
地
域
の
務
者
は
も

っ

と
も
っ
と
勉
偵
し
、
部
孫
問
題
の
認

識
を
深
め
、
力
強
く
生
き
て
い
く
た

め
の
信
念
あ
る
小
包
を
身
に
つ
け
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
毎
月
八
�
 に
定
例
会
を


聞
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
の
研
究
討


議
を
続
け
て
お
り
ま
す
。


ま
た
、
県
下
各
地
の
判
明
縦
を
す
る

中
で
交
流
を
深
め
、
青
年
が
今
、
何

を
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
問
い
か

け
を
続
け
て
い
ま
す
。 H

G

h
月
に
ス
ポ
ー
ツ
同
川
町
会
の
チ
|
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の
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ま
す
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奥さん
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⑥

機
働

-
災
害
を
受
け
や
す
い
土
地

災
害
は
思
い
が
け
な
い
時
に
、
思

い
が
け
な
い
場
所
で
起
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。

家
の
ま
わ
り
を
見
ま
わ
し
て
み
て
、

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

。
家
の
裂
が
急
な
が
け
で
は
な
い
か
、

が
け
で
あ
る
場
合
は
十
分
な
土
止

め
や
排
水
路
工
事
な
ど
が
さ
れ
て

い
る
か
。

。
家
が
急
な
斜
面
の
上
に
建
っ
て
い

な
い
か
。

。
裏
山
に
木
が
十
分
に
あ
る
か
。

。
家
が
低
い
土
地
に
建
っ
て
い
な
い

O
付
近
の
川
や
排
水
路
が
、
少
し
の

雨
で
も
満
水
す
る
こ
と
が
な
い
か
。

。
家
の
ま
わ
り
に
倒
れ
そ
う
な
老
木

家
の
ま
わ
り
に
こ
の
よ
う
な
事
例

が
あ
る
場
合
、
危
険
を
取
り
除
く
な

り
、
大
雨
の
時
な
ど
に
十
分
注
意
を

払
い
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
手
に
負
え

な
い
場
合
に
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�
 

今
ま
で
寄
数
月
に
短
歌
の
例
会
を

聞
い
て
4

い
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
は

偶
数
月
に
も
行
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
も
国
民

年
金
に
加
入
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、

脱
業
や
商
業
な
ど

自
営
業
の
人
が
加

入
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金

保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

も
任
意
加
入
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

サ

ラ

リ

マ

ン
の
奥
さ
ん
は
、
ご


主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保


険
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
の
保
障
は
あ


り
ま
す
が
、
あ
な
た
が
国
民
年
金
に


加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、


夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
金
が
受
け
ら
れ
る


こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
不
慮
の
事
故


に
あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
年
金
や
母


ご存知ですか
子
年
金
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

サラリーマンの

災
害
に
備
え
て
の
準
備
は

済
み
ま
し
た
か

り
し
な
い
よ
う
安
全
に
と
め
て
お
�
 

L -
日
ご
ろ
の
準
備

、
J
e

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
災
害
を
未
然
に

防
ぎ
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い
と
め

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
準
備
が
大

切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
に

が
け
ま
し
ょ
う
。

。
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
、

ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意

し
て
お
く
。

。
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
、
ど
ん
な

災
害
が
起
き
や
す
い
か
よ
く
知
り
、

災
害
が
お
こ
っ
た
場
合
の
安
全
な

避
難
場
所
と
避
難
路
を
確
か
め
て

お
く
。

。
電
灯
の
引
込
線
が
た
る
ん
で
い
た


り
、
叶
慨
回
訓
し
て
い
る
と
、
屋
根
や


雨
ど
い
な
ど
に
触
れ
て
、
漏
屯
や


ス
パ

ー
ク
を
お
こ
し
、
火
事
に
な


っ
た
り
感
電
の
危
険
が
あ
る
の
で
、


事
前
に
電
力
会
社
に
知
ら
せ
て
修


理
し
て
お
く
。


。
風
で
折
れ
た
り
、
電
線
に
触
れ
た


り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
木
の
枝
は


切
り
落
し
て
お
く
。


。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
、
倒

れ
た
り
、
浸
水
の
と
き
流
さ
れ
た

-
い
ざ
と
い
う
時
の
準
備

大
雨
が
降
り
つ
、
つ
い
た
り
、
台
風

が
近
づ
い
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う

o
m

な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ヒ
で
気
象
情
報
、

台
風
情
報
、
防
災
上
の
注
意
事
項

を
よ
く
聞
く
。

。
風
当
り
の
悠
い
場
所
の
ガ
ラ
ス
窓

は
、
ビ
ニ
ー
ル
テ

l
プ
な
ど
を
は

り
補
強
し
て
お
く
。

。
煙
突
、
看
板
、
へ
イ
な
ど
を
針
金

な
ど
で
十
分
補
強
し
て
お
く
。

。
が
け
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は

大
雨
が
つ
づ
く
と
土
鍛
が
ゆ
る
み
、

J' 

が
け
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
の
で
見

ま
わ
っ
た
り
し
て
十
分
注
意
す
る
。

，、
，
-

。
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

水
か
さ
に
注
意
す
る
。

水
な
ど
の
危
険
を
知
ら
せ
る
サ


イ
レ

ン
、
轡
報
に
気
を
つ
け
、
隣


り
近
所
に
知
ら
せ
あ
い
ま
し
ょ
う
。


い
ざ
と
い
う
時
に
大
事
な
こ
と
は
、


絶
対
に
あ
わ
て
な
い
こ
と
で
す
。

町
役
場
な
ど
の
防
災
機
関
か
ら
の

確
か
な
情
報
に
よ
り
行
動
し
ま
し
ょ

、
7
。

つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
作

品
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
未
発

表
の
も
の
を
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ

自
由
題

三

首

締

切

り

九

月

二
十
五
日

徒
出
先
町
教
育
委
員
会

社
会
総
合
大
学
短
欽
学
級

こ
の
任
意
加
入
の
手
続
き
は
、
本


人
が
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
申
し
出


て
、
必
要
な
事
柄
を
取
得
届
の
用
紙


に
記
入
し
、
印
鑑
を
押
す
だ
け
の
簡


単
な
手
続
き
で
す
。


な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
住
民
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年をと ったら，誰でも年金がもらえるように

一一国民年金は，こんな願いをこめて，できました。

な
ど
が
な
い
か
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス

MUS04
テキストボックス
国民年金の知識十月例会作品の募集
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病
虫
害
防
除

-
こ
く
て
ん
病

作

昭和� 54年� 

前
回
散
布
後
二
百
ミ
リ
以
上
の
降

雨
か
約
一
か
月
以
上
経
過
が
あ
れ
ば

再
散
布
を
し
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
の

残
効
期
間
か
ら
逆
算
す
れ
ば
九
月
中

旬
ご
ろ
ま
で
に
は
散
布
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
前
回
問
機
ダ
イ
セ

ン
類

を
使
用
し
ま
す
。

+
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
虫

上
旬
ご
ろ
が
散
布
通
期
で
す
。
ス

プ
ラ
サ
イ
ド
二
千
倍
液
を
十
分
散
布

し
て
く
だ
さ

い
。
今
固
め
散
布
が
出

来
な
け
れ
ば
外
観
品
質
感
く
、
原
料

品
と
な
り
ま
す
。
ダ

ニ
類
と
併
殺
を

ね
ら
う
時
は
ト 

ラ
ソ
ク
乳
剤
八
百

倍
液
と
し
て
く
だ
さ
い
。

-
ダ
二
類

発
生
初
期
に
ケ
ル
セ
ン
乳
剤
千
五


百
侍
液
を
十
分
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。


+
育
苗
中
の
苗
木

エ
カ
キ
虫
・
ア
プ
ラ
虫

・
ハ
ダ
ニ

・

ア
ゲ
ハ
幼
虫
の
併
殺
を
ね
ら
っ
て
ア

パ
|
水
利
剤
千
倍
液
を
五 
1
七
日

お
き
に
篠
実
に
散
布
し
、
か
い
よ
う

病
に
は 
7

イ
シ
ン
剤
千
倍
液
の
散
布

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
よ
ア 

パ
ー
と

の
混
用
可
)

対
風
対
策

。
台
風
前

。
園
内
外
の
排
水
路
の
艶
備
を
行
い

水
は
け
を
良
く
し
て
お
く
こ
と
。

。
幼
木
や
廿
同
核
史
新
聞
で
は
支
柱
を

た
て
、
数
か
所
を
し

っ
か
り
ゅ
わ

え
つ
け
る
こ
と
。

。
台
風
後

。
落
葉
の
ひ
ど
い
木
で
は
、
日
焼
け

防
止
の
た
め
石
灰
乳
の
設
布
を
行

い
ま
す
。 

y

(直
径
五
勺
以
上
の
太
い
校
で
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。)

。
特
に
落
業
の
ひ
ど

い
木
の
果
実
は

す
ぐ
に
取
ら
な
い
よ
う
新
芽
の
発

生
を
待

っ
て
か
ら
取
る
よ
う
に
す

る
こ
井
、

。
倒
伏
し
た
木
は
直
ち
に
ひ
き
起
し


を
行
い
、
株
一花
に
土
を
十
分
か
け


支
柱
を
た
て
る
こ
と
。


。
校
折
れ
、
校
裂
け
し
た
も
の
は
そ


の
部
分
か
ら
切
り
取
り
、
切
口
に


は
接
ロ
ウ
を
ぬ
る
こ
と
。


。
開
地
や
樹
木
の
流
失
、
埋
没
、
農


道
の
崩
壊
な
ど
の
被
害
の
出
た
時


は
、州
肱
業
共
済
組
合
、
幾
協
、
役


場
な
ど
に
報
告
し
て
お
く
も
」
と
。


苗
木
育
苗
と
腹
接
ぎ 

カ
ラ
タ
チ
ム 

を
北
住
成
し
て
い
る
場

合
は
上
旬
中
に
被
い
で
く
だ
さ
い
。

桜
木
数 

u

傾
糠
期
に
キ
タ
ス
ミ
ナ
ッ
ク
粉
剤

か
カ
ス
ラ
ブ
ス
ミ
ナ

ソ
ク
粉
剤
凹
箆

し
、
水
あ
げ
を
よ
く
し
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

防
組
接
ぎ
は
下
旬
か
ら
来
月
上
旬
が

披
通
期
で
す
。

い
ず
れ
も
系
統
の
は

っ
き
り
し
て
い
る
優
良
系
を
接
い
で

く
だ
さ

い
。

樹
上
選
果

今
年
は
全
般
に
成
り
が
多
く
、
適

裂
も
相
当
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
見
処
し
も
数
多
い
と
思
い
ま
す

の
て
、
今
月
い

っ
ぱ
い
は
引
き
絞
い

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
笠
作
が

予
怨
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
そ
ろ

し
い
の
は
秋
雨
の
糠
首
イ
モ
チ
、
枝

被
イ
モ
チ
、
そ
し
て
刈
取
り
近
く
に

な
っ
て
の
秋
ウ
ン
カ
の
発
生
で
す
。

ポ

平面

を
散
布
し
ま
す
。
ま
た
、

に
は
カ
ヤ
フ
ォ
ス
ナ

ソ
ク
粉
剤
か
パ

ソ
サ
ナ

ツ
ク
粉
剤
凶
箆
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

-
苗
床
管
理

ラ
ン
ナ
ー

・
+門
業

・
病
築
の
摘
除

や
除
草
も
こ
ま
め
に
行
い
、
株
元
を

約
締
し
ま
す
。

う
ね
問
か
ん
水
な
ど
で
乾
燥
の
防

止
に

つ
と
め
、
う
ど
ん
こ
病
、
芽
線

虫
な
ど
の
病
害
虫
は
、
苗
床
で
完
全

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

-
定
値
準
備

な
り
づ
か
れ
を
防
ぐ
た
め
、
た
い

肥
な
ど
有
機
物
を
十
分
施
す
と
と
も

に
熔
燐
、 

古
土
石
灰
な
ど
で
土
づ
く

り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

H

お

知

勺

せ

削
か
ら
は
数
回
か
ん
水

H
u

秋
ウ
ン
カ

み

カ、

ん

定
地
前
に
来
年
度
の
親
株
と
し
て

健
苗
を
十
日1
当
り
百
株
を
残
し
て
お

く
こ
と
。

-
植
付
け

戦
没
者
の
遺
族
に


特
別
弔
慰
金
の
支
給


遺
族
援
護
法
の

一
部
改
正
に
よ

り
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
臼 

(満

洲
市
学
変 
)
以
降
の
戦
傷
病
没
者
の

遺
族
は
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
、
遺
族
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
な
ど
の
受
給
権
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
受
給
権
の
あ
っ
た
人
が
、

昭
和
五
十
年
四
月
二
日
以
降
死
亡

し
た
こ
と
に
よ
り
失
権
し
、
昭
和

五
十
四
年
四
月

一
日
に
お
い
て
年

金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い

な
い
と

き
に
、
第
三
回
特
別
弔
慰
金
国
庫

償
券 

(年
額
二
万
円
の
六
年
償
還 
)

の
筒
求
が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る

ご
遺
族
は
役
場
住
民
福
祉
課
へ

印

鑑
と
戸
籍
勝
本
代
な
ど
(
四
百
五

十
円
以
内 
)
持
参
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
不

明
の
と
き
は
気
軽
に
住
民
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

過
期
は
二
十
日
以
後
に
な
り
ま
す
。

展
開
業
六 
1
七
枚
、
冠
部

一
で
以
上

の
健
菌
を
用
い
、
条
間
凶 

勺
、
株

間
二
一 

1

二
五
今
に
花
の
方
向
を
そ

ろ
え
て
植
え
ま
す
。

根
は
深
く
、
株
元
は
浅
く
し
て
、

心
葉
に
土
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

O
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あ
り
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く短歌〉� 
世f

-
そ
の
他

岡
本
イ
ト
ノ
さ
ん
�
 (中

角

�

 
)

丸

山

業

さ

ん

(生

名
)

登

木

常

雄

さ

ん

(今

山
)

大
久
保
利
子
さ
ん

(今

山
)

以
上
が
、
町
善
意
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
ガ
開
催
し
て
い
る

地
区
巡
回
研
修
会
に
ぜ
ひ
ご
出
席
を
グ

朝
裳
山
に
ほ
と
と
ぎ
す
聞
く

立

川

嶋

悔

子

坂

本

谷

富

士

B券三

浦 z 
..6.三
コo;e 

5館
三

三
三丸，三

三月� 
e1ラ
三事� 

は
日
�
 (水
)
手
芸
教
室

お
誕
生
お
め
で
と
う

日
日
�
 (木
)
着
付
教
室

日
日

(
土
)
閥
抗
世
・
将
棋
教
室

二
女

げ
臼
�
 (月
)
習
字
教
室

二
女

初
日
(
木
�
 
)
生
花
教
室

長
男

幻
日
(
土

)
囲
碁

・
将
棋
教
室

長
男

お
日
(
水
)
手
芸
教
室

長
女

(玉

の
木
、
五
十
回
公
会
堂
�
 
)

長
男


凶
日

(
土
)
囲
碁
・
将
棋
教
室

長
男


長
女


長
女


ご
結
婚
お
め
で
と
う

生中;償坂横黒坂横中
名 角 瀬 本 瀬 岩 本 瀬 角

-v -v



中協橋�  aji!僑宮末山長
恨本本本本本!責西田

幸幸隆 茂 政 純 喜
治 一司 均幸�  I斉一昇�  ftl{

直栄正干[)明全平日 幸宣:
美理典仁美人也子子

こ
ざ
い
ま
し
た

-
香
典
返
し
に
か
え
て

速

水

克

彦

さ

ん

�

 
(坂

出
町
熊
キ
ヌ
子
さ
ん
�
 (中

花

房

儀

八

さ

ん

�

 
(生

徳

政

光

夫

さ

ん

�

 
(
石

・
退
院
祝
に
か
え
て

原名山本

1
日

(
土
)
囲
碁

将

棋

教

室

�

 

5
日
�
 (水
)
生
花
教
室
�
 

(
玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂
)
 

8
日
(
土
)
囲
碁

・
将
棋
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定
例

溜
字
教
室

谷
口
カ
ツ
ヱ
さ
ん
(
棚

よる


除
草
剤
畑

一
面
に
撒
き
終
へ
て
マ
ス

ク
は
ず
せ
は
強
く
匂
へ
リ

立

川

広

安

美

枝

子

照
り
つ
け
る
支
の
日
射
し
の
防
一
し
さ

に
ふ
と
目
そ
ら
せ
ば
水
面
光
れ
リ

立

川

前

回

チ

エ
イ

離
乳
食
孫
の
を
作
り
ふ
と
思
う
終
戦

直
後
の
子
育
て
の
わ
れ

立

川

竹

田

あ

ゆ
み

苦
情
出
し
犬
の
始
末
を
決
意
せ
る
吾

を
知
ら
ず
か
来
い
よ
る
犬

横
瀬
川
怯
木
千
代
子

枇
杷
の
季
節
採
り
に
来
い
よ
と
便
り

く
れ
し
事
故
せ
る
友
の
在
ら
ぬ
陀
し

さ

棚

野

広

井

貞

代

す
だ
ち
の
香
ぬ
に
す
り
つ
け
目
を
閉

せ
ば
古
里
の
山
ふ
る
里
の
母

体

側

瀬

谷

士口
議

か
た
つ
む
り
止
り
し
ま
、
の
紫
陽
花

を
寸
附
け
て
る
ご
め
る
日
附
の
朝

棚

野

平

岡

ト

ク

ヱ
�
 

尚
き
木
の
秀
を
の
ぞ
み
て
這
い
し
蔓

な
だ
れ
て
揺
る
る
花
も
は
柿
も

宮

島

信

一

生

名

九

山

香

月

前
田
千
貿
子

草
刈
女
刈
り
銭
し
た
る
百
合
の
花
背

丈
と
な
り
て
美
し
く
咲
く

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

沼

江

中

田

静

笑

食
い
追
う
心
の
ま
ま
に
向
き
あ
え
る

(
臼
歳
)
 

略
き
茶
の
間
に
風
鈴
を
き
く

(
臼
歳
)
 

治

江

斉

藤

重

子

(
内

放

)

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
一

日
限
り
を
燃
、え

っ
き
て
散
り
し
く
庭
に
タ
映
は
泌
し

沼

斗

大

岡
ム
メ
子

と

き

は
ま
な
す
を
初
め
て
一見
た
る
制
走
の

九
月
七
日
�
 (金
)

獄
舎
は
高
き
塀
を
め
ぐ
ら
す

午
前
十
時
1

三
時

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員

地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
長

人
権
拙
暗
殺
委
只

行
政
相
談
委
只

9月定例人権行政合同相談
山山

王玉正王

正に花立
田 房 右

+羊茂 
H月芳�  J議� 

坂

本

生

名

与
川
内
�
 

横

瀬

稼

勢

広
夫
�
 

一
出
一
詠
は
一
白
河
じ
�
 
ま
で
に

E三
匂
ハ
刀
キ
で

涯
つ
先
務
湾
町
三
渓

宮
市
剖
雪
山
夫
さ
ん
(
都
且
と
ま
で
一

巳
{
内
在
住
の
か
と
に
限
り
ま
す

次
回
は
川
柳
、
そ
の
市
民
広
俳
句
と
交
代 c

e

j
 
e
e

に
の
ぜ
ま

5
、
�
 

s

ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
�
 

r
v
 

j~ 1'

我
が
軒
に
育
ち
し
燕
巣
立
ち
し
が
幾

度
戻
り
て
古
巣
恋
し
む

坂

本

日

浦

翠

峰

昭
和
新
山
中
腹
自
き
噴
煙
を
パ

ッ
ク

に
並
び
旅
の
顔
煽
る

坂

本

一個

良

伴

二

百
姓
に
誇
り
を
持
て
ど
歳
老
い
て
今
�
 

全
行
程
自
転
車
の
旅
案
ず
る
に
い
ま

稚
内
と
の
忠
よ
り
の
電
話

坂

本

吉

田

邦

忠

友
の
計
に
わ
が
死
も
ち
ら
と
覗
き
み

る
夜
の
老
ら
く
を
じ
っ
と
抱
き
し
む

与
川

内

水

口

湖

舟

と
が
り
居
る
今
朝
の
私
を
知
る
如
く

受
話
総
に
友
め
声
や
さ
し

横

瀬

中

田

ヤ
ス
エ

た
か
む
ら
を
風
が
押
し
ゆ
く
ま
な
か

い
を
意
識
の
外
に
見
惚
れ
て
い
た
り

横

瀬

比

留

間

一

移
転
跡
茂
る
が
ま
ま
の
雑
草
が
庭
を

埋
め
て
き
り
ぎ
り
す
附
く

中

山

菜

城

絹

気
分
良
き
時
を
ベ

ソ
ト
に
坐
す
母
の

妥
結
い
な
お
す
い
た
わ
り
つ
つ
も

中

山

構

内

喜

美

代

打
ち
込
み
し
斧
の
手
ご
た
え
や
わ
ら

か
く
樹
液
み
ず
み
ず
涙
と
思
う

品!;係i;バ� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ありがとうございました

MUS04
テキストボックス
わたしの作品



昭和54年� 9月1日 ヌが ずつ つ ら	 第111号 (JO) 

三歳児健康診断

家
め
柱
と
も
い
う
べ

き
人
を
袋
、
っ
こ
わ
い

病
気
で
す
。

次
の
日
位
で
検
診

を
行
い
ま
す
の
で
す

す
ん
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

。

脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
な
ど
は

慢
性
病
の

一
稀
で
す
。
中
年
を
過
き

置 

電

電


L
る
と
急
増
し
て
、
一

と� き 9月 7日(金)

午後�  1時一� 2時受付

ところ 生比奈老人憩の家

該当者� 昭和50年� 11月� 1日から

昭和51年� 10月31日まで

に生まれた子

か
た
は
、

査
の
み

一
項
目
二

て
い
た
だ
き
ま
す 
)

な
お
、
こ
の
検
診
で
呉
市
の
あ
る

Jμ

斤F土品 検診内容月 日� 

9月3日(月)� 9 :00-11 :00 石原セ ンター

ijr.寺11

問 八2シ� 

凶'"診干見 、� ';号品ペムF山113: 00-15: 00 w ム� E

聴打診
9 :00-11 :00 生比奈良協9月6日(村� 

(検ウロピリ 尿棺� 
13:00-15: 00 生名センター タン"ク� 

血圧�  ;1111定
9 :00-15:00 I民本卒業所9月12日(村� 

心電図�  
血液検脊9月13日(村� 9 :00-15 :00 福1lIセ/ター

料
金
、
無
料 

(
た
だ
し
、
血
液
検

円
を
負
担
し

野
犬
の
薬
殺

〈
第
一
回
〉

日

時

九
月
六
日 

(木 
)
午
後
十

O
O

成
人
病
横
診
日
程
表

百日咳・ジフテリア・破傷風

* 

* 
* 

ヲ伶

* 

ヲ毎� 

* 
* 

ヲ崎� 

二
次
検
診
を
実
地
し
ま
す
。

三種混合予防接種

¥J  と き 9月20日� (オミ)

午 後�  1時30分-31時

ところ 福祉センタ

該当者個 人 あ て に 通知します

料金無料�  

※ 母子手帳を持ってきてくだ E
マゐマふ'"込守4与マ4与マゐマ4与守ゐ?ゐマ4与マ会マゐマ.:."，与マ4与守会マ4与守4与V'-'f!JAマ.:.守.:.守.:.マゐマ.:.守会マ.:.守ゐマ� 

d 
~ 

さし、。	 i一飼い犬は必ず�  5 
ー~": 	 云帝王 。

i つないで下さい一点�  i 
険	 /イの で7¥:� "乳 児健康診断 	  i
4 

9月� 5日制 _./没貢 
~ 

i
が

E g月19日体((':J--r い� 8 
令	 \~対~ ト司

と き 9月28日� (金) ヲ	 ，-、r>
3 成犬�  300同 ノー .J;奇げ 5

午後�  1時30分� -3時 /1 A 、ア園、 ιーr:ヨ

ところ 勝浦病院
34、犬 100円 /~託、ミ口 2

令

該当者�  昭和54年� 5月� 1日から� 
~ 
4込マ&マ.:.".:.マゐマゐマ&マゐマ"".:.守4弘司"与マ.:.マゐマゐ"""ゐマ"""マ.:.マ4与守会マ4与守4与守.:."必守4与守.:.""守� 

~ 

* 
* 
* 
* 
昌
明 

邑
暫

時
か
ら
九
月
七
日 

(金 
)
午

前
五
時
ま
で

対
象
地
区

坂
本

〈
第
二
回
〉

日

時

九
月
十
三
日 

(木 
)
午
後

十
時
か
ら
九
月
十
四
日 
(金
)

午
前
五
時
ま
で

対
象
地
区

棚
野

・
中
山
・
横
瀬

L

7月31日までに生まれ

た子 	  夜間絞急当番表� 
※ 母子手帳を持ってきてくだ

9月②日 !惨浦病院  

5日 芳、岩医院�  

8日 勝浦病院�  

11日 上勝診療所�  

14日 山西医院�  

17日� IJ券浦病院�  

20日 上勝第� 2診療所

@日 湯浅医院�  

26日 !勝浦病院  

29日 赤岩医院

¥}  さし、。

調

体力テストに参加を� 

C1H~f 9月22日(.::1:) 

午後�  7時30分から� 

場戸斤� Ij~中グラウンド

Hi凶 ソフトボール投げ(女子)

砲丸投げ(男子)走り� rTl，¥跳

結
核
間
接
撮
影
の
結
果

七
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
訟
の

結
果
は
、
受
診
者
五
百
三
十
四
名

の
う
ち
二
十
七
名
の
か
た
が
要
精

密
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
か
た

た
ち
に
は
す
で
に
通
知
し
ま
し
た

が
、
異
常
の
な
い
五
百
七
名
に
つ

い
て
は
、
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ー� 
(if 走なとび唱� - ~ 。 平日 午後� 61侍~翌日午前� 91時

休日 午後� 71時~翌日午前� 911寺

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
成人病検診おしらせ




